
－25－ 

福祉教育常任委員会及び予算審査特別委員会（第二分科会） 

 

平成２７年６月１８日（木曜日）午前１０時開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 伊 藤 豊 美  副 委 員 長 平 山 啓 子  

委 員 藤 村 由美子  委 員 髙 久 好 一  

委 員 磯 飛   清  委 員 若 松 東 征  

委 員 相 馬 義 一  委 員 植 木 弘 行  

委 員 中 村 芳 隆    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

保健福祉部長 
兼 

福祉事務所長 
松  江  孝 一 郎   社会福祉課長 菊  地  富 士 夫   

社会福祉課長
補 佐 

池  澤  直  実   社会福祉係長 大  野     薫   

障害福祉係長 増  渕     剛   保 護 係 長 印  南  和  也   

高齢福祉課長 塩  水  香 代 子   
高齢福祉課長 
補 佐 兼 
介護管理係長 

三  輪     敦   

高齢福祉係長 村  松     隆   介護認定係長 岡     孝  子   

地域支援係長 藤  田  健  司   国保年金課長 稲  垣  昭 三 郎   

国保年金課長 
補 佐 兼 
管 理 係 長 

岩  崎  栄  子   国保年金係長 伊  藤  陽  子   

健康増進課長 
兼黒磯保健セ
ンター所長兼 
西那須野保健
センター所長 

柳  崎  修  造   
健康増進課長 
補 佐 兼 
健康増進係長 

田  代  宰  士   

保健予防係長 黄  木  文  子   
健康増進係 
副 主 幹 

月  井  早  苗   

健康増進係 
副 主 幹 

村  越  邦  子   
健康増進係 
副 主 幹 

根  本  カ  ヨ   

市 民 課 長 荒  川  順  子   
市民課長補佐 
兼戸籍係長 

戸  山  み ど り   



－26－ 

市 民 係 長 二 ノ 宮  直  美   教 育 部 長 伴  内  照  和   

教育総務課長 小  林  一  惠   

教育総務課長 
補 佐 兼 
学 校 整 備 
推 進 室 長 

田  野     実   

総 務 係 長 広  瀬  範  道   給 食 係 長 小  髙  久  美   

学 校 整 備 
推進室主査 
（係長級） 

加  藤  正  之   
黒磯学校給食 
共同調理場長 
兼業務係長 

福  田  正  樹   

共英学校給食 
共同調理場長 
兼業務係長 

大  澤  博  美   

西 那 須 野 
学 校 給 食 
共同調理場長 
兼業務係長 

人  見  博  志   

学校教育課参
事兼学校教育
課 長 

伴     真 貴 子   
学校教育課 
副 参 事 ・ 
管 理 主 事 

深  澤  桂  一   

学校教育課長 
補佐兼学校支 
援教職員係長 

後  藤     修   学校指導係長 松  本  裕  之   

英 語 教 育 
推 進 室 長 

荒  井     毅   

児童生徒サポ 
ートセンター 
所長兼児童 
生 徒 係 長 

平  石  敬  雄   

生涯学習課長 久  保  周  二   
生涯学習課長 
補佐兼生涯学
習 係 長 

鏑  木  寛  子   

文化振興係長 小  池  久  史   青少年係長 添  谷  弘  美   

那須野が原 
博物館館長兼 
学芸普及係長 

金  井  忠  夫   黒磯公民館長 橋  本     悟   

スポーツ振興
課 長 

宇 都 野     淳   
スポーツ振興 
課長補佐兼 
管 理 係 長 

高  橋     力   

スポーツ振興
係 長 

金  子     嘉   
子ども未来 
部 長 

藤  田  恵  子   

子育て支援 
課 長 

石  塚  昌  章   
子育て支援 
課 長 補 佐 

相  馬  智  子   

子ども福祉 
係 長 

菊  地  直  路   給 付 係 長 後  藤  明  美   

総合支援係 渋  井  尚  子   
子ども・子育
て総合支援 
センター所長 

八 木 澤  明  美   

保 育 課 長 高  久  幸  代   
保育課長補佐 
兼児童係長 

室  井     勉   

保 育 係 長 瀧     靖  子     

 

出席議会事務局職員 

議会事務局 
主 査 

長  岡  栄  治     



－27－ 

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長挨拶 

  ３．審査事項 

   〔保健福祉部〕 

    ・保健福祉部長挨拶 

   〔健康増進課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・その他 

   〔社会福祉課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・その他 

   〔高齢福祉課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・議案第５９号 那須塩原市介護保険条例の一部を改正する条例の一部改正について 

    予算審査 

    ・議案第５５号 平成２７年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

    ・議案第５６号 平成２７年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

    ・その他 

   〔国保年金課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・その他 

   〔市民課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・議案第５７号 那須塩原市手数料条例の一部改正について 

    予算審査 

    ・議案第５５号 平成２７年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

    ・その他 

   〔子ども未来部〕 

    ・子ども未来部長挨拶 

   〔子育て支援課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    予算審査 

    ・議案第５５号 平成２７年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 
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    ・その他 

   〔保育課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・その他 

   〔教育部〕 

    ・教育部長挨拶 

   〔教育総務課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・議案第６０号 契約の締結について 

    ・議案第６１号 契約の締結について 

    ・その他 

   〔学校教育課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・その他 

   〔生涯学習課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    予算審査 

    ・議案第５５号 平成２７年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

    ・その他 

   〔スポーツ振興課〕 

    ・職員紹介（自己紹介） 

    ・その他 

    陳情審査 

    ・陳情第 ２号 「国の責任による３５人以下学級の前進を求める陳情 

    ・陳情第 ３号 特別支援学校の「設置基準」策定を国に求める陳情 

    ・陳情第 ４号 国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付制奨学金の確立を求める陳情 

    ・陳情第 ５号 「大学生への給付制奨学金創設」を求める陳情 

    ・陳情第 ６号 年金積立金の安全かつ確実な運用を求める陳情 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開会 午前９時５７分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○長岡議会事務局主査 ただいまから福祉教育常任

委員会及び予算常任委員会（第二分科会）を始め

ます。 

  まず最初に、委員長からご挨拶をいただきます。 

○伊藤委員長 皆さん、改めまして、おはようござ

います。 

  ６月の定例会の福祉教育常任委員会にご出席を

いただきましてありがとうございます。 

  それでは、今定例会における委員会の審査の方

法について申し上げます。審査は各担当課ごとに

行い、それぞれ常任委員会、予算常任委員会（第

二分科会）の順に審査いたします。審査の日程は

お手元に配付の次第のとおりです。 

  本日の保健福祉部から審査を始め、子ども未来

部、教育部の順に入る予定です。 

  今定例会で当常任委員会に付託された案件は、

条例案２件、その他の案件２件、陳情５件の計９

件であります。 

  また、当予算常任委員会（第二分科会）に付託

された案件は、一般会計補正予算案１件と介護保

険特別会計補正予算案１件の合計２件でございま

す。 

  各委員には、自由闊達なご意見と慎重な審査を

お願いするとともに、円滑な進行にご協力いただ

きますよう、重ねてお願いいたします。 

  それでは、ただいまから福祉教育常任委員会を

開会いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保健福祉部の審査 

○伊藤委員長 これより保健福祉部の審査を始めま

す。 

  審査に先立ち、松江保健福祉部長からご挨拶を

いただきます。 

○松江保健福祉部長 （挨拶。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎健康増進課の審査 

○伊藤委員長 健康増進課の皆さんから自己紹介を

お願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

  健康増進課につきましては、付託案件がござい

ません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 放射能の検査の数がどのぐらいあるか

教えていただきたいと思います。 

○伊藤委員長 課長。 

○柳崎健康増進課長 数と申しますと受検者数とい

うことでよろしいでしょうか。 

○髙久委員 はい。 

○伊藤委員長 課長。 

○柳崎健康増進課長 正しい数字、今日資料を持っ

てこなかったもので大変申しわけございませんが、

大分人数的には受検者数は少なくなっている状況

にあります。 

  那須町と平田村合わせまして120件ほど少なく

なっている状況であります。 
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  以上です。 

○伊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 那須塩原市と那須町と合わせてですか。 

○伊藤委員長 課長。 

○柳崎健康増進課長 ＷＢＣ、このときに参加の検

査につきましては、ひらた病院と、福島県のほう

ですね、あと那須町のほうに委託をしている病院

もございますので、２つの施設を合わせまして約

110から120件ほどの受検者がいたという状況でご

ざいます。 

○伊藤委員長 よろしいですか。 

○髙久委員 はい。 

○伊藤委員長 そのほか委員の皆様から何かござい

ませんか。 

〔「特にありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 それでは、健康増進課の皆さんから

何かございませんか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 はい、わかりました。 

  ほかにないようなので、これで終了いたします。 

  健康増進課の皆さん、今後ともよろしくお願い

お願いいたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１０時０４分 

 

再開 午前１０時０５分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎社会福祉課の審査 

○伊藤委員長 社会福祉課の皆さんから自己紹介を

お願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

  社会福祉課につきましては、付託案件がござい

ません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 社会福祉課の皆さんから何かござい

ますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ほかにないようですので、これで終

了いたします。 

  社会福祉課の皆さん、今後ともよろしくお願い

いたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１０時０６分 

 

再開 午前１０時０７分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎高齢福祉課の審査 

○伊藤委員長 高齢福祉課の皆さんから自己紹介を

お願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 
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  それでは審査に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 議案第59号 那須塩原市介護保険条

例の一部を改正する条例の一部改正についてを議

題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○塩水高齢福祉課長 （議案第59号について説

明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑ございませんか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 第５段階という基準額、保険料であり

ますと、この６万1,200円、個人負担分の。 

○伊藤委員長 課長。 

○塩水高齢福祉課長 第５段階、そうです。段階と

いう欄の５というところが基準額で、年で６万

1,200円というものでございます。 

  以上です。 

○伊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 ことしはこれに0.4を掛けるとこの２

万7,500円という形になってくるということでよ

ろしいんですか。 

○伊藤委員長 課長。 

○塩水高齢福祉課長 第１段階、段階１のところを

ごらんいただきたいんですけれども、27、28、こ

の場合27ですけれども、そうですね、今委員おっ

しゃられたように基準額掛ける0.45というところ

で２万7,500円ということになります。若干の端

数の処理をしているところがございますが、２万

7,500円ということになっております。 

○伊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 ２万7,500円が一番安いというのはわ

かったんですが、例えばこれ、去年だったら幾ら

だったんでしょうか。 

○伊藤委員長 課長。 

○塩水高齢福祉課長 去年、結局３年間、24年から

25年度までということになりますが、２万7,000

円になります。 

○伊藤委員長 よろしいですか。 

○髙久委員 はい。 

○伊藤委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し、討論を許します。討論ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終了

し、採決いたします。 

  議案59号 那須塩原市介護保険条例の一部を改

正する条例の一部改正についてを原案のとおり可

決すべきものとすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第59号は全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５５号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 それでは、ここで予算常任委員会

（第二分科会）審議に切りかえて審査を行います。 

  議案第55号 平成27年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 
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  課長。 

○塩水高齢福祉課長 （議案第55号について説

明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し、討論を許します。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 討論がないようですので、討論を終

了し、採決いたします。 

  議案第55号 平成27年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を原案のとおり可決すべきもの

とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第55号は全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５６号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 次に、議案第56号 平成27年度那須

塩原市介護保険特別会計補正予算（第１号）を議

題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  なお、説明につきましては、できるだけ簡潔で

お願いします。着座のままで結構でございます。 

  課長。 

○塩水高齢福祉課長 （議案第56号について説

明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し、討論を許します。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 討論がないようですので、討論を終

了し、採決いたします。 

  議案第56号 平成27年度那須塩原市介護保険特

別会計補正予算（第１号）を原案のとおり可決す

べきものとすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第56号は全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 それでは、次第にはございませんが、

その他で委員の皆さんから何かございますか。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 多分高齢福祉課が担当だと思うんです

けれども、今、地域見守り隊というんですか、あ

の事業を進めていると思うんですが、現在の進行

状況をお聞かせいただきたいと思います。 

○伊藤委員長 課長。 

○塩水高齢福祉課長 今年度から着手した事業でご

ざいますが、先行して昨年度から自主的にやられ

ているところが２カ所ございます。 

  今月に入ってからは社会福祉協議会とともに自

治会長さんの自主防災組織の関係のところとか、

あとコミュニティの関係で説明などをさせてもら

っているんですけれども、一応、お金をかけてそ

の見守り隊というか、それをつくるための支援す

るものを各公民館、15公民館に配置する予定でご

ざいますが、今年度は３カ所に配置する予定で、
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今研修中でございます。実際には、黒磯地区の場

合は住吉町と橋本町、それから西那須野地区にお

きましては三島地区、それから塩原地区におきま

しては畑下地区で、この４カ所について、今、市

と社協と支援員と、地域包括センターもサポート

しながら事業・介護組織結成に向けて支援してい

るところでございます。 

  以上です。 

○伊藤委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 今の説明で中身は大体現在の状況はわ

かったんですけれども、現在その地区に対して支

援を行っておるという、その支援というのはどう

いう内容で支援しているんですか。 

○伊藤委員長 課長。 

○塩水高齢福祉課長 実際、まずは原則ということ

でマップづくりからお願いしたいということでい

るんですけれども、そのマップづくりというのは、

その地域においてひとり暮らしの高齢者であった

り、高齢者だけの世帯であったり、その他心配な

方々、住民の方が把握できる情報の範囲でマップ

に落としていく作業があるんですけれども、その

段階で市と社協とが入って、そのほかそのマップ

づくりの支援員として配置したものとかありまし

て、作業のほうにつくことに入ったところでござ

います。 

○伊藤委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 そこまでモデル地区ということで進行

しているということなんですけれども、地域によ

っては自治会、コミュニティ単位で、組織の中で

その下部組織として自治会が担当するというよう

なことで、自治会の負担が非常に多くなって大変

だという声が結構聞こえてくるもんですから、そ

の中で、やはり地域の見守り隊というのは、地域

に住んでいる方が地域の人たちを見守るというこ

とで、これから全て行政にお任せでは成り立たな

い事業なんで、地域にとっても地域の方々協力し

合っていかないとならない事業だと思うんですけ

れども、これからさらに高齢化が進む社会になっ

てきますので必要なものだと思うんですが、その

自治会負担が多くて大変だというのが自治会の役

員の中からそういうお話を耳にするんですけれど

も、今お話ししたように、必要なものですから、

我々も何とかその自治会に協力しながらその地域

で見守り隊の結成に向けて、あるいは事業を展開

していく上で協力していかなくちゃならないとい

う私自身も自覚しております。 

  なお、さらに議会においても、我々議員におい

ても、各地区に戻って、そういう自治会、あるい

はコミュニティ単位でのこの事業が成り立つ上で、

議会としても支援していかなくちゃならないとい

う思いがあるもんですから、たまたまこの委員会

が関連する委員会になるので、この福祉教育常任

委員会のメンバーもそういったことを、もう既に

皆さん頭に置いているとは思うんですが、我々委

員会としても、その地域見守り隊の支援事業に対

しては理解と協力をしていかないとならないとい

う思いがあったものですから、今現在の進行状況

を確認したところであります。 

  また、進行上、何か大変なことがありましたら、

我々にもお話し、あるいは状況説明をいただけれ

ば、皆さんと相談しながら協力はしていきたいと

思いますので、そういったことがありましたら御

報告をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○伊藤委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔「特にありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 高齢者福祉課の皆さんから何かござ

いますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ほかにないようですので、これで終
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了いたします。 

  高齢福祉課の皆さん、今後ともよろしくお願い

いたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩をいたし

ます。 

 

休憩 午前１０時２５分 

 

再開 午前１０時２６分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎国保年金課の審査 

○伊藤委員長 国保年金課の皆さんから自己紹介を

お願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

  国保年金課につきましては、付託案件がござい

ません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 国保年金課の皆さんから何かござい

ますか。 

  課長。 

○稲垣国保年金課長 こちらでは何もございません。 

○伊藤委員長 ほかにないようなので、これで終了

いたします。 

  国保年金課の皆さん、今後ともよろしくお願い

いたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１０時２８分 

 

再開 午前１０時２９分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民課の審査 

○伊藤委員長 市民課の皆さんから自己紹介をお願

いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

  それでは審査に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５７号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 議案第57号 那須塩原市手数料条例

の一部改正についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○荒川市民課長 （議案第57号について説明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  髙久委員。 

○髙久委員 このカードも12桁、違うんでしたか。 

○伊藤委員長 課長。 

○荒川市民課長 住基カードの番号というのは11桁

です。12桁というのが、個人番号カードです。 
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○伊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 今までのカードの累計がどのくらいに

なっているのか教えてください。 

○伊藤委員長 課長。 

○荒川市民課長 １万1,713枚となります。 

○伊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 そうすると、月にどのくらい出ている

という計算ですかね、これ。 

○荒川市民課長 26年度の平均を見ますと、330枚

程度となります。 

○伊藤委員長 髙久委員、よろしいんですか。 

○髙久委員 はい。 

○伊藤委員長 ほかに質疑ございませんか。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 今の交付件数と年度の交付件数お知ら

せいただきましたが、これふえている傾向ですか、

それともとまっている傾向ですか。 

○伊藤委員長 課長。 

○荒川市民課長 相当ふえていまして、証明書の発

行率で申し上げますと、現在13.4％ぐらいになっ

ておりまして、当初の3.4％に比べますと10％程

度コンビニ交付、住基カードを利用した交付がで

きている状況にございます。 

○伊藤委員長 よろしいですか。 

○磯飛委員 はい。 

○伊藤委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し、討論を許します。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終了

し、採決いたします。 

  議案第57号 那須塩原市手数料条例の一部改正

についてを原案のとおり可決すべきものとするこ

とにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第57号は全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５５号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 それでは、ここで予算常任委員会

（第二分科会）に切りかえて審査を行います。 

  議案第55号 平成27年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○荒川市民課長 （議案第55号について説明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑ございませんか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 この4,102万3,000円という額ですね。

ほとんど委託する部分が多いのかなというふうに

受けとめますけれども、それでいいんでしょうか。 

○伊藤委員長 課長。 

○荒川市民課長 マイナンバー制度に伴う通知カー

ドの作成という、また、希望者から申請を受けて

配付されます、交付されます個人番号カードにつ

いては、全てこの地方公共団体情報システム機構

というところで作成することになります。市町村

で作成することはできませんので、その事務委任

という、その点においては機構に係る事務という

ことです。 

  その事前に受け付け支援とか、実際に交付に当

たるというところでは、市町村の事務ということ

になります。 

  以上です。 
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○伊藤委員長 髙久委員、よろしいですか。 

○髙久委員 結構です。 

○伊藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 基本台帳費の賃金で136万9,000円、そ

の下の西那須野支所、3002事業で同じ金額が計上

されておりますが、これ、上のほうは本庁という

見方でよろしいんでしょうか。 

○伊藤委員長 課長。 

○荒川市民課長 そうです。 

○伊藤委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 西那須野支所があるんですけれども、

塩原支所分はどこで扱うんでしょうか。 

○伊藤委員長 課長。 

○荒川市民課長 塩原支所は塩原支所で必要に応じ

てということで、別予算というふうになりますけ

れども、今回県税分の処理、付番というのは、主

に本庁、そして西那須野支所で準備作業に当たる

ということで、今回本庁・西那須野支所でこの臨

時職員の配置をお願いしたいというところでござ

います。 

○伊藤委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 塩原支所は後でということですか。 

○伊藤委員長 課長。 

○荒川市民課長 塩原の分も一括してこちらで。 

○磯飛委員 本庁のほうでね。 

○荒川市民課長 はい。 

○伊藤委員長 よろしいですか。 

○磯飛委員 はい。了解です。 

○伊藤委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し、討論を許します。 

〔「ありません」「あります」と言う人あ

り〕 

○伊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 社会保障税の税番号制度、私、３月議

会でも反対させてもらいました。今般のいろんな

事件見ると、やっぱりこの制度そのものはしっか

りしていないと。ただ、那須塩原市としては、国

がやるというからやらざるを得ないというところ

なんだと思うんですが、先ほどの住基ネットとの

関係でも、矢祭町がことしの３月末になるまでや

らないということでやっていたんですけれども、

最終的にはやるということでやったという形にな

りましたけれども、やっぱり高齢者の年金とか預

金とか、こういったものもしっかりと守っていく

ということに関しては、市役所はやっぱり住民の

福祉の向上のために、市役所、地方自治体という

のはそのためにあるんだということであれば、や

っぱりこういう不確定というか危険な部分が相当

あると、毎日いろんなところの情報が新聞等で報

道されています。きのうは石油連盟がアタックさ

れていたということで、景品とか国公立の湯沸か

し器の補助を受けた人たちの名簿が漏れていると

いうので、個人情報そのものはやられていないけ

れども、件数とかそういうのはやられちゃったと

いうのもありますし、東京商工会議所も約１万ち

ょっとやられているというのは出ていますので、

こういうところはもちろんちゃんとした専門家の

人が防護というか守っているんだと思いますが、

それでもやられてしまうというこういうシステム

に、やっぱり市役所が国の言うなりにそのまま乗

っていくというのはどうかと思いますので、私、

これの部分は反対ということで討論としたいと思

います。 

○伊藤委員長 ほかに討論はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 ただいまご異議がございますので、

挙手により採決いたします。 
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  議案第55号 平成27年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を原案のとおり可決すべきもの

とすることに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○伊藤委員長 挙手多数と認めます。 

  よって、議案第55号 平成27年度那須塩原市一

般会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはありませんが、その他で委

員の皆さんから何かございますか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 住基カードの件なんですが、コンビニ

で住民票等々発行するときに、システムの問題な

んでしょうけれども、すぐに住基カードを入れた

らパッと出てくるような状況でないんですね、今。

そこで５分も時間潰すような状況にあるんですが、

その辺の改善等の検討というのはしているんでし

ょうか。 

○伊藤委員長 課長。 

○荒川市民課長 このコンビニでも、やっぱり暗唱

番号とか何を選択するとか、そういうところでや

はりゆっくり機械が動くというのは承知している

ところではあるんですが、その速さというのは市

役所でどうにかなるということではなく、要望と

いうことではちょっとお聞きさせていただいたと

しても、地方公共団体システム機構というところ

で一括してそのシステムを組んでやっているもの

ですから、ご意見として承りさせていただきます。 

○伊藤委員長 ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 市民課の皆さんから何かございませ

んか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 最後に、保健福祉部全体でその他で

はございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ほかにないようなので、これで終了

いたします。市民課の皆さん、今後ともよろしく

お願いいたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩をいたし

ます。 

 

休憩 午前１０時４５分 

 

再開 午前１０時４６分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎子ども未来部の審査 

○伊藤委員長 これより子ども未来部の審査を始め

ます。 

  審査に先立ちまして、藤田子ども未来部長から

ご挨拶をいただきます。 

  部長。 

○藤田子ども未来部長 （挨拶。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎子育て支援課の審査 

○伊藤委員長 子育て支援課の皆さんから自己紹介

をお願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 
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○伊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５５号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 それでは、今回、子ども支援課所管

の付託案件はございませんので、予算常任委員会

（第二分科会）に切りかえて審査を行います。 

  議案第55号 平成27年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○石塚子育て支援課長 （議案第55号について説

明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑ございませんか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 ２項１目の児童福祉総務費の中のコン

シェルジュですか、これの臨時職員という形にす

るということで、金額が減りますね。ということ

は、非常勤職員とするよりも臨時職員のほうが安

いということで、そういう理解でよろしいですか。 

○伊藤委員長 課長。 

○石塚子育て支援課長 この経緯からお話しします

と、昨年の11月ぐらいに当初予算の編成をしたと

きに、今回子ども未来部の創設にあわせて、どう

いう形でやっていったらいいのか。そこで子育て

コンシェルジュというお話が出てきたという経緯

があったと思います。 

  そのときの時点では、非常勤特別職というよう

な扱いで、とりあえずという言い方がいいのかど

うかわかりませんけれども、とりあえず組ませて

いただいたと。 

  新たに４月からスタートする段階で、当然本人

との勤務体制の相談をしたり、勤務の内容等から

総務の人事のほうとの相談もこちらではしており

ます。 

  今回、非常勤特別職でいきますと、週４日間の

１日当たり７時間30分、そういう勤務体制で当初

は考えていたわけですけれども、本人は１日フル

タイムで、それでお仕事も可能ですし、週全て、

４日間じゃなくて５日間の勤務ということも望ん

でいらしたということで、そういうことであれば、

臨時職員というような扱いでどうかということで、

本人ももちろんそれを希望するということになり

ました。 

  ただいま髙久委員がおっしゃいました金額的な

話になりますが、当然４月から業務というのを開

始させていただいていますので４月から６月末ま

でにつきましては、実は別途予備費のほうで対応

させていただきました。 

  今回補正として組みました７月から来年の３月

ということになりますものですから、トータルで

いきますと非常勤特別職よりは若干高くなるとい

うことになります。 

  そういったことでよろしくお願いいたします。 

○伊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 待遇がよくなった、そう理解しました

ので、それは結構です。 

  あとそこで気になるのは、那須塩原市の保育所

の職員の体制、ちょっとこの予算とは直接関係な

いんですが、臨時職員が自治体でふえているとい

う話があるのでその辺。 

〔「違う」と言う人あり〕 

○髙久委員 その他でやります。 

○伊藤委員長 よろしいですか。 

  藤村委員。 

○藤村委員 同じところだったんですけれども、子

育てコンシェルジュの方は、前回質問したときに、
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非常に難しいお仕事だということで、資格をお持

ちの方とかにやっていただかなくてはいけないか

ら大変な仕事だというふうにお聞きしていたので、

その勤務体系とか勤務時間についてお聞きしよう

と思ったんですけれども、今、若干は説明があっ

たんですが、これ要は１名本庁のどこにいらっし

ゃる方で、結局、毎日何時から何時までというよ

うなフルタイムでということになったわけですね。 

○伊藤委員長 課長。 

○石塚子育て支援課長 子育てコンシェルジュにつ

きましては、黒磯庁舎に１名、本庁は、この分は

西那須野になりますので、西那須野に１名の２名

ということになります。 

  黒磯庁舎のほうにおります総合支援係にいるコ

ンシェルジュは、フルタイムで週５日間で臨時職

員という扱いになっています。 

  西那須野のほう、本庁のほうにおりますコンシ

ェルジュは、やはり週５日間なんですけれども、

時間が９時半から３時半ということで、再任用職

員の方をコンシェルジュという形で来ていただい

ているという形になります。 

○伊藤委員長 よろしいですか。 

○藤村委員 はい。 

○伊藤委員長 ほかに質疑ございませんか。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 塩原認定こども園整備事業について質

問いたします。 

  内容が公図で調べてみたら国有地があったとい

う、発見できたということなんですが、これ、塩

原の、今までは全て市の所有地という扱いで幼稚

園か保育園かを運営していたのでしょうか。 

○伊藤委員長 課長。 

○石塚子育て支援課長 もともと塩原小学校があっ

たところの今回は跡地という形になるわけです。 

  実は、この小学校が建っていたときの経緯につ

いては、大変申しわけないんですが、実は私のほ

うでも内容的なものは詳しくはわかっておりませ

ん。ただ、あくまで推測の範囲でしかお話はでき

ないと思うんですが、塩原小学校が相当昔という

か古い時代に建てられた小学校だと思います。 

  当時市有地があって、そこに恐らく国有地とい

うものがある程度点在はしていたんじゃないかと

思います。ただ、何年前か、当時と言っていいか

わからないんですけれども、当時国有地なんかに

つきましては、国でも適切な管理ができなかった

のではないかということと、あとは塩原町が公有

地ということで小学校を建築するというときに、

当時につきましては、恐らく国との協議の中で使

ってもいいんではないかという、そういう結論の

上に建てられたものではなかったのかというふう

に、あくまで、すみません私の推測ではございま

すが、そういった建物が、今回時代が変わって小

学校が取り壊され新たに、これはもう民間での整

備になるわけですけれども、認定こども園という

整備をするに当たって、国と協議を何回か重ねた

結果、払い下げで対応していただきたいという結

果になったものですから、今回こういう形で新た

に国の用地を市で買うという予算の計上をさせて

もらったところです。 

  ちょっとなかなかうまい説明ができないんです

が、本当に推測でのお話になってしまうんですが、

そういった経過が過去にはあったんではないかと

いうことで考えているところでございます。 

○伊藤委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 そうすると、当然小学校時代は国に対

してその用地を借りているということで、その借

地費用というのは当然払っていないということで

何十年と過ごしてきたわけですね。 

○伊藤委員長 課長。 

○石塚子育て支援課長 そこも実は確認はとれては
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いないんですけれども、恐らく今磯飛委員がおっ

しゃった形なのかなというふうに考えられます。 

  今回購入するところは、いわゆる白地と言って

いる部分で、国のこれは財務事務所のほうと協議

をしているわけですけれども、かなり昔ですと、

例えば農地なんかにもこの白地というのはかなり

点在をされて、委員長なんかご存じだと思うんで

すけれども、農地なんかを造成するときに、どう

しても無駄になってしまう土地というんですか、

石を拾って、それを積み重ねておいてなかなか利

用できないような、そういったところを国の所有

ということで白地という扱いを昔はしていたとこ

ろが結構あります。 

  そういった観点から、国としてはなかなかそれ

を自分たちで適切に管理はできていなかったんじ

ゃないか。それを公共事業でということで、当時

は無償で多分やっていたんではないかというふう

に。すみません、理屈が通らない話かもしれない

んですが、そんなふうに考えています。 

○伊藤委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 今までの長い歴史の経緯だから、課長

にその説明を求めてもなかなか大変だとは思うん

ですが、今まで無償でお借りしていた白地という

ものだということであれば、無償で譲渡というの

はできないものなんですか。 

○伊藤委員長 課長。 

○石塚子育て支援課長 その辺のところも随分財務

事務所のほうとは担当のほうで協議はさせていた

だいたんですが、時代の趨勢といいますか、そう

いったところもあり、国は国としてきちんとした

自分たちの権利も主張しつつ、当然管理というも

のを、どういう形になるかはわかりませんけれど

も、管理をするというような考えのもとに、今回

は市のほうで購入する部分については勉強してほ

しいという、国のほうとの協議の中でそういった

形でまとまったということでございます。 

○磯飛委員 わかりました。 

○伊藤委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し、討論を許します。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終了

し、採決いたします。 

  議案第55号 平成27年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を原案のとおり可決すべきもの

にご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ご異議がないものと認めます。 

  よって、議案第55号は全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  ありがとうございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございませんか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 こども園とか保育所の職員の処遇の問

題なんですが、私、以前も質問したとき、那須塩

原市の保母さんの雇用形態が臨時72％というふう

に、質問の中でそう聞いたんですが、今その率は、

臨時ではなくて正規の職員の率が上がっているよ

というような、そういう統計みたいなのはあるん

ですか。 

○伊藤委員長 部長。 

○藤田子ども未来部長 その件に関してなんですけ

れども、この後保育課がこちらに参りますので、

その席のその他の部分でお答えをお願いできれば
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というふうな…… 

○伊藤委員長 子育て支援課の皆さんから何かござ

いますか。 

  課長。 

○石塚子育て支援課長 恐れ入ります。その他で２

件ほどちょっとございますので、少々お待ちくだ

さい。 

  ただいまのお配りさせていただきました資料な

んですけれども、きのうの子育て支援課のほうで

は、保育園、幼稚園、また、認定こども園、こう

いったところの整備事業というのは進めておりま

す。 

  その中で26年度として整備をしたもの、または

整備の途中のものもございます。予算上、繰り越

しという業務もございますので、それと裏面には

27年度、今年度予定しているところでの参考まで

に用意をさせていただきました。 

  この中で、特に今現実的に目立って動いている

というのが、26年度でいけば、とようら保育園の

整備、元の警察署跡地のところになるわけですけ

れども、これについては、現在基礎工事が終わり

まして建物に入っていくということです。 

  ただ、これは26年度に書いてありますが、１年

繰り越しをして27年度に現実的にはなっていると

いうことでございます。 

  それとその下の西保育園、これにつきましては、

やはり工事が順調に進んでいまして、今年中ぐら

いにはおおむね完成していけるのかなという見通

しでございます。 

  一番上の黒磯幼稚園等につきましては、これか

らということになります。 

  それ以外については、ほぼ26年度の事業だった

ものについては完成ということになります。 

  恐れ入ります、裏面をちょっとごらんいただき

たいと思います。 

  裏面は、認定こども園の整備という部分で、今

年度３カ所ほど予定をしております。 

  先ほど補正予算に上げさせていただきました塩

原認定こども園につきましては、来年４月からの

開校に向けまして、今測量を行い、設計をしてい

る段階です。８月ぐらいから工事に着手し、年度

内には終わるというような見通しでございます。 

  いずみ幼稚園につきましては、今実施設計の段

階で、やはり８月ぐらいから工事に入ってくるの

かなというふうに見込んでいるところです。 

  一番下の杉の子幼稚園の認定こども園につきま

して、３段書きになっていますけれども、実は杉

の子幼稚園につきましては、27年度の単年度の予

算でやる考えでおりました。一部分どうしても工

事の都合上繰り越して28年度にも一部という考え

でいたわけですけれども、今回の国の交付金等の

考え方が若干変わりまして、国の交付金を単年度、

単年度で精算でやっていくというような扱いにな

りました。その関係上、27年度分、28年度分とい

うふうに分けた形での表記をさせていただきまし

た。 

  それと１点、杉の子幼稚園でお話ししておきた

いことがありまして、実は当初予算の中では、一

部耐震の工事をしたり、一部園舎を建てかえたり

という部分で事業として予算の計上をしていたと

ころなんですが、実は２月に耐震診断を行った結

果、大がかりな改修が必要になったと。かなり弱

いという部分がありました。 

  それと認定こども園の整備をしていくに当たっ

て、ゼロから２歳児の受け入れ分につきましても

努力をしていただいているという部分があります。

その中で、杉の子幼稚園は、若干大がかりになり

ますけれども、全体的な整備の見直しも考えたい

というところで、その方向でいきますと、全体の

事業費が当初見込んでいたよりも多くなってまい
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ります。本来であれば、これは補正予算とかそう

いうところで審議いただくものですので、実際に

は来年の３月に今年度の予算の補正の審議とあわ

せて、新年度の当初予算の審議のときにもう一度

皆様にはお願いしたいと思うんですが、その前段

で、現状としてこういう現状だというのを参考ま

でにお話をさせていただきたいということで、今

回資料に上げさせていただきました。 

  この資料については以上です。 

  それと、もしよろしければ続けてもう一点だけ

お話をさせていただきたいんですが。 

○伊藤委員長 課長。 

○石塚子育て支援課長 今回の６月の一般質問等中

にも何度か答弁等で出てまいりましたが、今、発

達支援システムというのを進めてございます。庁

内の中での調整会議、庁議というのをこれから経

まして、このシステムがまとまってまいりました

ら皆様方にも当然お知らせをしていきながら、場

合によっては３月ぐらいの議会に議決等をいただ

く必要が出てくるというふうに考えております。 

  本会議の中で何度か発達支援システムをやって

います、つくっていますというお話をさせていた

だいていますもんですから、今一生懸命内容を練

って、庁内の中でも検討を進めているということ

で、原案等まとまりましたらまとめて皆様方には

お知らせをしていきたいというふうに思っており

ますので、ああ、つくっているんだなということ

だけはご理解いただければということで今回お話

しをさせていただきました。 

  以上でございます。 

○伊藤委員長 ほかにないようですので、これで終

了いたします。 

子育て支援課の皆さん、今後ともよろしくお願

いいたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ますが、10分間の休憩をここでとりたいと思いま

す。11時20分から開始いたします。 

 

休憩 午前１１時１０分 

 

再開 午前１１時２０分 

 

○伊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保育課の審査 

○伊藤委員長 保育課の皆さんから自己紹介をお願

いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

  保育課につきましては、付託案件がございませ

ん。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 保母さんの待遇の問題なんですが、認

定こども園になって、市の正規職員と臨時職員の

比率、正規職員がふえているんでしょうかという

話なんですが。 

○伊藤委員長 課長。 

○高久保育課長 臨時保育士のことでよろしかった

かと思うんですけれども、臨時保育士に関しまし

ては公立の保育園ですね、12カ所ありまして、

256名の保育士がおります。この256名の中には一
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日フルで勤めている保育士と、それから短時間で

すね、半日とか２時間とかという、そういった保

育士もおります。含めまして256。 

  正職員等の割合ですけれども、全体の74％が臨

時保育士という、人数で言うと74％ほどになりま

す。 

  実は、本年度から保育時間が７時半から６時半、

もう６時半が標準ということで、11時間保育が義

務づけられまして、その関係で早番保育、それか

ら遅番保育、こういった配置の保育が出てきてい

ます。それとあわせて、土曜日の保育なんですけ

れども、今までは保育園に、地区にもよりますけ

れども、土曜日が１日だったり半日だったりとさ

まざまな保育をしておりましたが、今年度から平

日と同じく土曜日も開設するということが義務づ

けられましたので、こういった保育に利用してい

くためにも臨時職員なんかがふえているような状

況でございます。 

○伊藤委員長 よろしいですか。 

○髙久委員 ありがとうございました。 

○伊藤委員長 それでは、保育課の皆さんから何か

ございますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 最後に、子ども未来部全体でその他

ではございますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ないようなので、これで終了いたし

ます。保育課の皆さん、今後ともよろしくお願い

いたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１１時２５分 

 

再開 午前１１時２７分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎教育部の審査 

○伊藤委員長 これより教育部の審査を始めます。 

  審査に先立ちまして、伴内教育部長からご挨拶

をいただきます。 

○伴内教育部長 （挨拶。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎教育総務課の審査 

○伊藤委員長 教育総務課の皆さんから自己紹介を

お願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６０号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 それでは、議案第60号 契約の締結

についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○小林教育総務課長 （議案第60号について説

明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 質疑がないようですので、質疑を終

了し、討論を許します。 
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〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終了

し、採決いたします。 

  議案第60号 契約の締結についてを原案のとお

り可決すべきものとすることにご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第60号は全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６１号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 それでは、議案第61号 契約の締結

についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○小林教育総務課長 （議案第61号について説

明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し、討論を許します。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終了

し、採決いたします。 

  議案第61号 契約の締結についてを原案のとお

り可決すべきものとすることにご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ご異議がないものと認めます。 

  よって、議案第61号は全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 教育総務課の皆さんから何かござい

ますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 それでは、その他ないようですので、

教育総務課の所管の審査を終了いたします。大変

お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩をいたし

ます。 

 

休憩 午前１１時４０分 

 

再開 午前１１時４１分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎学校教育課の審査 

○伊藤委員長 学校教育課の皆さんから自己紹介を

お願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

  学校教育課につきましては、付託案件がござい

ません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 学校教育課の皆さんから何かござい

ますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ないようですので、これで終了いた

します。学校教育課の皆さん、今後ともよろしく

お願いいたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩をいたし

ます。 

 

休憩 午前１１時４２分 

 

再開 午前１１時４３分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎生涯学習課の審査 

○伊藤委員長 生涯学習課の皆さんから自己紹介を

お願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５５号の説明、質疑、討

論、採決 

○伊藤委員長 それでは、今回、生涯学習課所管の

付託案件がございませんので、予算常任委員会

（第二分科会）に切りかえて審査を行います。 

  議案第55号 平成27年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○久保生涯学習課長 （議案第55号について説

明。） 

○伊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑ございませんか。 

  藤村委員。 

○藤村委員 先ほど那須野教育事務所管内で小中１

校ずつということで、中学校のほうは。 

○伊藤委員長 課長。 

○久保生涯学習課長 中学校につきましては、那須

町の那須中学校でございます。 

  ３市町で２校という形です。 

○伊藤委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し討論を許します。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終了

し、採決いたします。 

  議案第55号 平成27年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を原案のとおり可決すべきもの

とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ご異議がないものと認めます。 

  よって、議案第55号は全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 生涯学習課の皆さんから何かござい
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ますか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 ないようなので、これで終了いたし

ます。生涯学習課の皆さん、今後ともよろしくお

願いいたします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩をいたし

ます。 

 

休憩 午前１１時５０分 

 

再開 午前１１時５１分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎スポーツ振興課の審査 

○伊藤委員長 スポーツ振興課の皆さんから自己紹

介をお願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○伊藤委員長 ありがとうございました。 

  スポーツ振興課につきましては、付託案件がご

ざいません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆さんから何かございますか。 

  若松委員。 

○若松委員 これ間違っていたらごめんなさい。ス

ポーツ振興課というと厚崎中学校の隣の体育館と

かそういうのも関係あるんですね。 

  じゃ、そこでなんですけれども、以前やられて

いましたけれども、空気銃の射撃の実習ができる

ことになっていたんですけれども、今、どうなっ

ているんでしょうか、その辺ちょっと、わかりま

したら。 

○伊藤委員長 課長。 

○宇都野スポーツ振興課長 体育館と武道館の間に

小さなライフルの射撃ができる小屋がございます。 

  しかしながら、その施設については、まず、管

理者がライセンスを取得していなくてはいけない

という決まりがございまして、現在のところライ

センスを持ったスタッフというのはおりませんの

で、実際にはそこでの使用というものは現在行わ

れていない状況でございます。 

○伊藤委員長 若松委員。 

○若松委員 以前にはやられていたんですけれども、

そのときはライセンスの所持者というか、職員が

いたんでしょうか。 

○伊藤委員長 課長。 

○宇都野スポーツ振興課長 ちょっと私どものほう

の記憶のほうには過去の状況がわからないんです

が、当初はやはりそういう決まりがございました

でしょうから、それなりの資格というのがあった

かもしれませんが、ちょっときょうお話しするの

は、ちょっと調べてからにさせていただきたいと

思います。 

○伊藤委員長 若松委員。 

○若松委員 なぜこんなことを聞くかというと、今

大変有害鳥獣という形で、どちらかというとライ

フルとか散弾銃より空気銃のほうが迷惑かけない、

音が出ないとから。その型がふえているんです。 

  それで私言われたんですけれども、何とかそれ

を復活させてくれないか。日光から宇都宮まで出

かけなくちゃならない。以前はやっていたから、

那須町のほうからの要望もあったもんですから、

その辺を今後職員の誰かライセンスをとってやっ

ていただけたらなと思うので、せっかく有害駆除
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に対して協力体制が出てきたんですけれども、空

気銃で非常に困っているという要望が出たもので

すから、ぜひ要望として聞いてもらって、早急に

実行していただけたらと思う。 

  以上です。 

○伊藤委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 スポーツ振興課が関連するかと思いま

すのでお尋ねをしたいと思います。 

  小学校の学童野球大会の運営についてですけれ

ども、大会のほうなんですけれども、今多分終わ

ったと思うんですけれども、学童野球、県の夏の

選手権大会の那須塩原予選が２週間前ぐらいから

土日利用して開催されております。その大会が、

小学校の運動会が土曜日に開催されて、その翌日、

日曜日にこの夏の選手権大会の予選が始まるとい

うことで、日程的に小学生の体力で非常に厳しい

部分がある、健康上含めて。それは振興課が担当

しているんではなく、多分学童の連盟が開催して

いると思いますので、学童連盟のほうに、その運

動会の次の日、一番大切な大会、高校野球で言い

ますと甲子園大会の予選に当たる大会を開催する

という日程上、あるいは子どもたちの学童・小学

生の体力上問題があるというふうに思いますので、

その辺の日程調整というものを学童の連盟のほう

に、来年度からで結構なので、そういう調整をで

きるかどうかご相談していただきたいという要望

を、あとはみんな委員の皆さんにもそういう状況

を理解していただく上で、この場でお願いしてお

きたいと思います。 

  ちなみに前年度は、そういう運動会の次の日大

会のみに対して連盟のほうから、次の日大会を開

催していいかどうかという、監督会議にこういう

諮りがあったそうなんですが、今回は何もないま

ま次の日開催になったと。 

  中には運動会が市内でも前の週に運動会を終了

して、一週間余裕がある学校、あるいは、春では

なく秋に運動会を開催する学校、ばらつきがある

中での開催がされていますので、子どもたちの健

康上を含めてそういったことを連盟のほうと来年

度について協議をしていただきたいということを

要望しておきたいと思います。 

○伊藤委員長 スポーツ振興課の皆さんから何かご

ざいますか。 

  課長。 

○宇都野スポーツ振興課長 １点だけ資料のほうを

お配りしてよろしいですか。 

○伊藤委員長 はい。 

○宇都野スポーツ振興課長 ７月１日にオープンす

る馬場施設のチラシをつくってきたものですから。 

〔資料配付〕 

○宇都野スポーツ振興課長 今お配りした資料なん

ですが、７月１日にホースガーデンがオープンし

ます。オープニングの式典につきましては委員の

皆さんにもご案内を差し上げたところなんですが、

９時30分から式典のほうを始めたいと思いますの

で、ぜひご都合のつく委員の皆さんについては、

会場のほうに足を運んでいただきたいと思います。 

  こちらのチラシは会場のほうでも皆さんにお配

りしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○伊藤委員長 最後に、教育部全体でその他はござ

いますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 ほかになければ、スポーツ振興課及

び教育委員会教育部の審査を終了いたします。 

  皆さん、大変お疲れさまでした。 

  ここで昼食のため休憩をいたします。午後１時

より再開いたします。よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午後 零時 
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再開 午後 零時５６分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第２号の審査 

○伊藤委員長 それではここで、陳情第２号「国の

責任による35人以下学級の前進」を求める陳情を

議題といたします。 

概要の説明については、６月８日開催の協議会

で決定のとおり省略いたします。他市の動向につ

いては、事務局から説明させます。事務局。 

○長岡議会事務局主査 （陳情第２号の他市の動向

について説明） 

○伊藤委員長 それでは、委員のご意見をお願いい

たします。ご意見ございませんか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 採択すべきだということで、やっぱり

市の現状というのももちろんありますが、当然目

指すべき方向としては、そういうふうにすべきだ

ということで、それぞれが、私が調べたここに書

いてあるのはほぼこれで正しいという言い方なん

ですが、数字とかそういうのは誤りはないという

こと、あわせて那須塩原市は人数が少なくて、そ

ういうのは実際に満たされつつあるというような

もとに、時間の流れと子どもたち、栃木県那須塩

原市は非常に高校が多いということでも群を抜い

てということもあります。社会の流れの中で行け

ば、やっぱり少人数学級をしっかりと目指すべき

だと。 

  ただ、一番気になるのは、私がいろんなところ

調べた中での資料の中で、これから出てくる、い

わゆる特別支援学級、ここの人数もここに入れて、

日本の場合はここの人数に充てていると。だから、

実際は日本の場合、もっと多いと。40人近いと。 

  大阪と東京都は40人学級で行きまして、頑固に

踏ん張っているわけです。それ以外はほとんどこ

こを目指しているということと、そういう現状か

らして、いじめ・不登校の問題なんかも数字が出

てきていますが、教師のほうは生徒一人一人に目

が届くようになって、そのいじめ・不登校につい

てもさらにこういう形が行われるような状況にな

っていると。 

  その結果として、いじめ・不登校が減らないと

いう問題も出てきていると思うんですね。国のほ

うで40人学級に戻せという財務省のほうのそうい

う要望もあります。アンケートもここへ来て、国

のほうの文部科学省は、やっぱり少人数化決めた

という方針はちゃんと文科省は打ち出しているの

で、これは採択したいと思います。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  中村委員。 

○中村委員 この間、るる教育委員会で説明をお聞

きしたときに、88学級の中で、２年生が３年生に

なるときの35人から40人になっていくのが11学級

あるということでございまして、スムーズな進行

ができないというものも聞かされたところであり

ます。 

  そのクリアするために150名の非常勤講師配置、

臨時職員も採用して、子どもたち一人一人に目の

行き届くように努力をしているということでもご

ざいまし、また、よりきめ細かな指導ができると

いう環境とするためにも、少人数学級をさらなる

拡大ができるように、この陳情は採択すべきと私

は考えておりますので、お願いします。 

○伊藤委員長 ほかに意見はありませんか。 

  ないようですか。よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 ないようですので、討論を行います。
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討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終結

し、採決いたします。 

  陳情第２号 「国の責任による35人以下学級の

前進」を求める陳情は採択すべきものとすること

に異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 陳情第２号は全員異議なく採択すべ

きものとすることに決しました。 

  本件につきましては採択すべきものと決しまし

た。 

  つきましては、陳情にございますように、国に

対する意見書を提出することでご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 それでは、陳情に添付されていた意

見書を事務局より配付させますので、内容を精査

いただき意見があれば、挙手の上発言をお願いし

ます。 

  皆さん、意見ございますか。 

〔「事務局で読んでもらったら」と言う人

あり〕 

○長岡議会事務局主査 それでは、１番から読ませ

ていただきます。 

（意見書（案）朗読。） 

○伊藤委員長 ただいま事務局のほうから意見書の

朗読をさせました。 

  どうですか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 意見がないようですので、それでは

この意見書（案）を25日の議員全員協議会で説明

し、26日の最終日に議案として提出したいと思い

ます。 

  よろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 それでは、陳情第２号の審査を終了

いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第３号の審査 

○伊藤委員長 次に、陳情第３号 特別支援学校の

「設置基準」策定を国に求める陳情を議題といた

します。 

  概要の説明については省略いたします。他市の

動向については、事務局から説明いたします。 

  事務局。 

○長岡議会事務局主査 （陳情第３号の他市の動向

について説明） 

○伊藤委員長 それでは、委員のご意見をお願いい

たします。 

  髙久委員。 

○髙久委員 教育委員会関係の説明では、那須塩原

市の場合は、生徒６名に対して、通知をしている

生徒６人に対して教師一人で配置はされていると

いうふうに聞きました。 

  私はもう数年前に、そういう教師たちと話し合

う機会がありまして、その当時は生徒２人に１人

というお話でした。まだ生徒が少なかったのかな

というふうに思います。 

  非常に今、特別支援すれば子どもたちがその時

点で十分教育内容に見合った発達を得ることがで

きるというそういう結果もついてきて、しっかり

伸びているところです。 

  そういうところですが、たまたま本県ではこう

いう状況はそれほど悪くないという話がありまし

たけれども、私はたまたま、このままでいくと４

年連続福祉教育のほうをすることになって、前回

のこれ支援課も行ってみたんですが、やっぱりど
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うしても狭いという感じが否めないです。もうち

ょっと広かったらなというのを現場から結構出て

いました。子どもたちは元気で先生たちも一緒に

頑張っているという状況は確認できたんですが、

やっぱり施設をもっとしっかり保障して、発達の

支援をもっと強めるべきというふうな立場から、

これは賛成したいと思います。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  中村委員。 

○中村委員 この間説明をいただきまして、栃木県

の特別支援学校等々の説明の中で、結構しっかり

とした施設拡充を図っていくという中で、佐野市

等々の意見を聞きますと、支援学校の施設に関し

ては陳情のような状況にはなくて、適切な運営が

されているというものを考えると、この陳情に対

しては不採択ということで、私のほうは不採択で

結構ですということで提案させていただきます。 

○伊藤委員長 ほかにご意見は。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 ほかの他市でも４市ほど継続審査があ

ります。その中で、特別支援学校の内容等を慎重

に審査すべきという、これ矢板市。これごもっと

もだと思います。恥ずかしながら、私一回も特別

支援学校のを中身見ていないので、審査できる情

報を持っていないので、継続にして、この委員会

で、髙久委員はもう既に行ってきたということな

んですけれども、一度視察をさせていただいて、

その上で審査すべきだということで継続審査とい

うことでお願いしておきます。 

○伊藤委員長 そのほかございませんか。 

  はい。 

○平山副委員長 私も今磯飛委員のほうからありま

したように、継続審査ということで、９月議会で

対応してもいいんじゃないかなと思います。 

  それは、今回の、この間も説明をいただきまし

て、うちのほうにはたまたま那須の支援学校が近

くにあるんですね。ここもかなりの整備を行いま

して、あちこちから視察が来ている状況なんです

けれども、このふえた理由というのは、やはり知

的障害の方がかなりふえてきたということで、や

はり設置基準を設けることによって、逆に今度職

員、人的配置がどうなのかなと、そういう心配も

ありますし、そして髙久委員みたいに、前回そち

らのほうの常任委員会で視察を行ったと聞いてい

ます。 

  けれども、新たな常任委員会としてやはり一度、

近くにあるということで、そういうところの訪問

をしてからでもおそくはないんじゃないかな。 

  たまたま24日の日に那須のほうの支援学校のほ

うの学校を開放というんですか、あるそうなんで

すけれども、これはもう議会も終わっちゃますし、

いわゆるこういうところより、逆に常任委員会と

してお邪魔すれば。 

〔「24日は会期中だよ」と言う人あり〕 

○平山副委員長 休会日ですね、23日会期なんです

けれども、やはり１回公開で、人数が大勢のとこ

ろへお邪魔するにも、新たな常任委員会として申

し入れをして、相手の方の説明とか現状をお聞き

したほうがいいのではないかと思いまして、むし

ろ賛成よりも逆に継続ということで、９月議会で

対応してもいいんではないかなと思ったので、私

は継続審査でもいいと思っています。意見です。 

○伊藤委員長 そのほか意見はございませんか。 

  藤村委員。 

○藤村委員 実際に特別支援学校に私もちょっと行

ったことがないので、わからないのは事実です。 

  前回の説明をしていただいたときに、栃木県内

はここに書いてあるような心配な状態のところは

ないというご説明も一応聞いてはおります。です

が、やっぱり全国的な問題で教室不足ということ
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も、実際県内にも多少あるようなんですけれども、

不安なところがあるのであれば、全国の問題とし

てこの陳情を私は採択したほうがいいと思います。 

○伊藤委員長 ほかにご意見ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 ないようですので、討論を行います。

討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終結

し、採決いたします。 

  ここで、事務局から発言があります。 

○長岡議会事務局主査 それでは、ただいまのご意

見の中で採択、不採択、または継続といった３つ

のご意見のほうをいただきました。 

  まず、この後なんですけれども、継続審査につ

きましてお諮りをいたします。 

  この時点で過半数、５人を超えれば継続審査と

いう審査結果になります。 

  以上です。 

○伊藤委員長 それでは、陳情第３号 特別支援学

校の「設置基準」策定を国に求める陳情は、継続

審査とすべきものとすることに賛成の方の挙手を

求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○伊藤委員長 それでは、５という数字で賛成多数

のため、陳情第３号は継続審査とすべきものと決

しました。 

  それでは、陳情第３号の審査を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第４号の審査 

○伊藤委員長 次に、陳情第４号 国の教育予算を

増やして「高校無償化」を復活し、給付制奨学金

の確立を求める陳情を議題といたします。 

  概要の説明については省略いたします。他市の

動向については、事務局から説明させます。 

  事務局。 

○長岡議会事務局主査 （陳情第４号の他市の動向

について説明） 

○伊藤委員長 それでは、委員のご意見をお願いい

たします。意見はありますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 やっぱりこれはしっかりと採択すべき

という方向で私はやっていきたいと思います。と

いうのは、一旦これは高校の無償化というのが行

われました。行われてすぐに、今度は所得制限が

入ってきました。結局、制度が崩壊するというこ

とになります。そして、給付削減は、その分を別

のところに使うんだけれども、やっぱり奨学金み

たいなところに使うんですね、これね、子どもの

対応。あとは一定のものは全体の額をふやさない

で、その中でやりくりするというやり方ですね、

これは。だから、日本の経済力にふさわしく、や

っぱり教育予算はどんどんふやしていくべき。 

  今でも日本の教育、国全体の予算に占める教育

費というのは、先進国の中では低いほうです。で

すからこれは、当然もとに戻すべきということで、

この陳情書、採択すべきと思います。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  中村委員。 

○中村委員 以前の民主党政権の時代には無償、全

校になっていたというのから変わってきたという

ことで、今度900万で所得制限をし、900万以上の

所得のある家庭には有償ですということで、そう

いった金の中で低所得者というのは給付金を手厚

くしようということで現行制度があろうかと思っ

ております。 

  そういったことで、所得制限を設けたおかげで

給付金が手厚く所得のない方にも回せるようにな
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ったということでございますので、まさにいい制

度ではなかろうかということで、この陳情の内容

に対しては不採択ということでお願いしたいと思

っております。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  藤村委員。 

○藤村委員 このもともとの高校の無償化を導入し

たとき、する意味は、子ども全てに対して平等に

無償で教育を受ける権利を保障したものであると

いう趣旨から考えると、親の所得によって子ども

の権利を分けるということに対しては、不平等に

なると私は思いますので、この陳情は採択するほ

うがいいと思います。 

○伊藤委員長 ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 ないようですので、討論を行います。

討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終結

し、採決いたします。 

  陳情第４号 国の教育予算を増やし「高校無償

化」を復活し、給付制奨学金の確立を求める陳情

は採択すべきものとすることにご異議ございませ

んか。 

〔「異議はございませんかではなくて、２

つ出ているんだから挙手で決定してくだ

さい」と言う人あり〕 

○伊藤委員長 大変失礼しました。採択すべきこと

に挙手を求めます。賛成の方。 

〔賛成者挙手〕 

○伊藤委員長 挙手少数と認めます。 

  よって、陳情第４号 国の教育予算を増やして

「高校無償化」を復活し、給付制奨学金の確立を

求める陳情は、不採択とすべきものとすることに

決しました。 

  それでは、陳情第４号は審査を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第５号の審査 

○伊藤委員長 次に、陳情第５号 「大学生への給

付制奨学金創設」を求める陳情を議題といたします。 

  概要の説明については省略いたします。他市の

動向について、事務局から説明させます。 

  事務局。 

○長岡議会事務局主査 （陳情第５号の他市の動向

について説明） 

○伊藤委員長 それでは、委員のご意見をお願いい

たします。 

  髙久委員。 

○髙久委員 採択すべきという立場でお話ししたい

と思います。 

  世界的に給付型奨学金なりには、いろいろとア

イスランドに行くこともできますが、アイスラン

ドは別に授業料は無料とか、そういうのがあるん

ですね。だから、そういうのも何もないというの

は、日本以外で先進国の中、ＯＥＣＤ、お金持ち

の国であってもそういう状況があると。こういう

面では、日本は非常におくれているということ。

日本で、高校も大学も無料にするという条約に批

准しているのにも関わらず、30年も35年もほうっ

ておいたというのは日本だけなんです。 

  そういう中で、給付型の奨学金というのは、那

須塩原以外でも、これも那須塩原でつくるように

という一般質問も何件か出ています。当然これ、

あって当たり前というのが私はいいんだと思いま

すので、これがないと、大学を卒業したときに、

大学を出ただけで600万も700万も借金を背負って

社会に出るという状況になるんですね、ほとんど

の人たちが。今、就職、雇用の問題、非常に厳し
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い状況です。暮らしていくだけも精いっぱいとい

う、国保も払えない中、そういう状況があるもん

ですから、しっかり教育は身につけさせて社会に

送り出す若者、そういう理念を実現するためにも

当然必要という考え方です。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございますか。 

  中村委員。 

○中村委員 るるほかの他市の審査の結果を見させ

ていただいたり考え方の説明をいただいた中で、

本市においても貸与制奨学金もございますし、こ

の陳情のように、大学生へ実質無償で通えるよう

になりますと、やはり勉学励む意欲がそがれてし

まうということも本当にあるものも確かでありま

すし、やはり平等の中にも大学等々については最

高の勉強をしたいというその意欲のあらわれの方

が行くものでありますので、やはりこれは趣旨か

ら言いますと不採択としてお願いしたいと思って

おります。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はありますか。 

  若松委員。 

○若松委員 今中村委員が言ったとおりに、うちの

ほうでも仲立ちで勉学の意欲がなくなっちゃうん

じゃないかという話が出ました。そんな形で不採

択ということでお願いしたい。 

○伊藤委員長 ほかにございますか。 

  藤村委員。 

○藤村委員 大学の授業料は、髙久委員がおっしゃ

っていたように授業料が非常に高いし、社会に出

て雇用状況が非常によくないので、借金を背負っ

て社会に出てしまうということで、スタート地点

からつまずいてしまうというのは非常に若者の能

力を将来的に伸ばしてあげるためにはマイナスだ

と思うんです。国際競争力から考えても、日本は

優秀な人材に徹底的にその教育をして、世界的に

生き残るための教育をするという観点から、すご

く立ちおくれていますので、将来的に考えても日

本はもっと教育にお金をかけるべきだと私は考え

ていますので、この陳情は採択すべきと思います。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 ないようなので、討論を行います。

討論はございますか。 

  ちょっと、暫時休憩を行います。 

 

休憩 午後 １時３４分 

 

再開 午後 １時３５分 

 

○伊藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  はい。 

○髙久委員 討論ということではありませんが、那

須塩原市には奨学金もあるというお話も出ました

ので、那須塩原市の高校の奨学金は月１万円で、

大学の奨学金はたしか３万円だと思いました。こ

れでというのは、ちょっと足らないと。やっぱり

給付型がそれを支えるものとして当然必要だとい

うふうに私は思っております。 

○伊藤委員長 ほかに討論はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終結

し、採決いたします。 

  陳情第５号 「大学生への給付制奨学金創設」

を求める陳情は採択すべきものとすることに挙手

を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○伊藤委員長 挙手少数と認めます。 

  よって、陳情第５号 「大学生への給付制奨学

金創設」を求める陳情は、不採択とすべきものと

決しました。 

  それでは、陳情第５号の審査を終了いたします。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第６号の審査 

○伊藤委員長 次に、陳情第６号 年金積立金の安

全かつ確実な運用を求める陳情を議題といたします。 

  概要の説明については省略いたします。他市の

動向について、事務局から説明をさせます。 

  事務局。 

○長岡議会事務局主査 （陳情第６号の他市の動向

について説明） 

○伊藤委員長 それでは、委員のご意見をお願いい

たします。 

  中村委員。 

○中村委員 るる今説明をお聞きした中で、矢板市

さんなんかの継続審査というものも見させていた

だいて、やはり経済生き物でございますので、今

の経済状況ではなくて、将来にわたっても検討が

必要と思われますので、こういった中身をよく研

究・精査をして、そのためにも継続審査をしてそ

ういったものも勉強していただくということで、

継続審査という形でお願いしたいと思っておりま

す。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  植木委員。 

○植木委員 この陳情なんですが、下のほうに１、

２、３とありますように、年金積立に被保険者の

利益のために長期的な観点から、今までもそうな

んですが、安全で確実な運用を堅持すると、こう

いう言葉いろいろ年金政策の中で規定されてきて

いることだと思っております。 

  現在も悪いとは言いませんけれども、やっぱり

慎重な運用が必要だと、そういった面。 

  それから、３番に保険料拠出者である関係者が

参画して、意思の反映できるような体制を構築す

ること。 

  これもやはり今までとられてないんですが、大

事なことじゃないかなというふうに私は思ってお

ります。 

  したがいまして、この陳情に関しては採択すべ

きだと思っております。よろしくお願いします。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 私も採択という立場で意見を述べたい

と思います。 

  どうも国のこの新しい運用の仕方というのはリ

スクが高いと。高リスクというふうに私は見てい

ますので、これをやっていくと、リーマンショッ

クのような状況に日本もなりかねないと。それで

なくても異次元的な金融緩和とか、そういうこと

で日銀がどんどんお札を刷っているというような

感じで、国民の受け取るべき利子、計算ですと

376億円というのが国民に来るべきお金が来ない

で、銀行金融の太るところに行ってしまっている

というお話もあります。 

  これ以上、危ない、リスクの高い運用は控える

べきと。安全かつ適正にしっかり確保していくべ

きというのは歴然とわかる立場です。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 この間の担当部局のほうの今までの経

過、運用についての経過、推移、現在の状況と説

明を受けた中で、我々以上に認識者が、政府が定

めたメンバーの運用委員会等々でやってきた結果、

大きな失態もなかったという説明がありました。 

  まさに専門家がやっている運用を協議、検討し

た上での運用なので、非常に今、ハイリスク・ハ

イリターンという心配のおそれもあるというご意

見がありましたが、国が定めるメンバーで協議を

するという説明も受けましたので、ハイリスク・
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ハイリターンがちょっと心配な部分もありますが、

今まで同様、国のほうに任せて運用を委ねてもい

いんじゃないかというそういうものもあります。 

  そのような中、先ほど話したように、反対に相

反する部分も心配事としてありますので、もう少

し我々も勉強するという意味も含めて継続という

ことではどうかというのが意見です。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  藤村委員。 

○藤村委員 年金というのは非常にもう最低の生活

を維持するために必要なお金ですので、もともと

運用するお金というものは遊んでいるお金ですべ

きものであって、ハイリスク・ハイリターンの商

品を年金で運用するということは常識的に考えら

れないと思いますので、この陳情は採択すべきと

思います。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございませんか。 

  平山委員。 

○平山副委員長 私は、この宇都宮のほうの不採択

という立場で言う意見なんですけれども、やはり

一番二番のこちらのほうの陳情者で、積立金が安

全かつ、確実な運用を堅持すること、こうゆうふ

うに書いてますけれども、それは重々わかるんで

すけれども、現に今回の陳情に対して、やはり年

金というのはどの法でもコメントとしては100年

安心、年金プランというのを立てているところが、

そういうところの長期的な観点に立った分散投資

が、今までは国内だった株、最近、外国のほうま

でリスクを分散したと。この状況をして、適切な

リスクを行いながら、年金積立金が安全かつ効率

的な運用を堅持することとしています、この間い

ただいた資料なんですけれども。 

  そういう中で、このようなリスクを抱えながら

もやはり年金の運用方法を見直していくというの

はあるのではないかなという思いで、継続ではな

くて不採択の立場で意見を出しておきます。 

○伊藤委員長 よろしいですか。 

○平山副委員長 はい。 

○伊藤委員長 ほかにご意見はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 それではないようなので、討論を行

います。討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○伊藤委員長 討論がないようなので、討論を終結

し、採決いたします。 

  ここで事務局からお願いします。 

○長岡議会事務局主査 先ほどのご意見の中で、や

はり継続、採択、不採択と３つのご意見がござい

ました。 

  まず、初めに、この後継続審査についてお諮り

いたします。挙手により過半数の５を超えれば継

続審査となります。 

  以上です。 

○伊藤委員長 それでは、陳情第６号 年金積立金

の安全かつ確実な運用を求める陳情は、継続審査

とすべきものとすることに賛成の方の挙手を求め

ます。 

〔賛成者挙手〕 

○伊藤委員長 挙手少数と認めます。 

  改めてお諮りいたします。 

〔「３つあるんだから３つとらなくちゃな

らない。ここだけやって……」と言う人

あり〕 

○伊藤委員長 大変失礼しました。陳情第６号 年

金積立金の安全かつ確実な運用を求める陳情は採

択すべきものとすることに…… 

  継続審査については、挙手少数と認めます。 

  改めてお諮りいたします。 

  陳情第６号 年金積立金の安全かつ確実な運用

を求める陳情は採択すべきものとすることに挙手
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を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○伊藤委員長 賛成４名。 

  次に、陳情第６号を原案のとおり可決すべきも

のとすることに反対の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○伊藤委員長 挙手採決の結果、可決するものする

ことについて賛成が４名、反対が１名となります。 

  いずれの出席委員の過半数に達しておりません

ので、委員会審査の結果としては、可否いずれに

も至りませんでした。 

  それでは、陳情第６号の審査を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○伊藤委員長 以上で、本日の委員会日程は終了し

ました。 

  本委員会の審査報告書は本職が作成し、議長に

提出をいたしますので、ご一任くださいますよう

お願いいたします。 

  事務局から連絡があります。 

  事務局。 

○長岡議会事務局主査 皆様、どうもお疲れさまで

した。 

  あした以降からのご予定について、座って説明

いたします。 

  まず、あしたでございますが、一般事務調査を

行います。10時20分から西那須野調理場にて開始

をいたします。 

  公用車のほうが、当初皆さんで現地のほうへ集

合というお話をさせていただきましたが、公用車

でエスティマ、８人乗りをご用意できましたので、

黒磯本庁舎から乗りたい方につきましては、９時

45分正面玄関のほうにお越しいただけましたら、

私のほうでご一緒に公用車で移動となります。直

接行かれる方については直接現地のほうにお願い

したいと思います。 

〔発言する人あり〕 

○長岡議会事務局主査 続きまして、討論通告の締

め切りは、22日、月曜日、午後５時までとなって

ございます。 

  続きまして、25日のご予定を確認します。 

  予算常任委員会（全体会）が25日、木曜日、午

前10時からとなってございます。 

  これに続きまして、11時から、議会活性化検討

委員会が予定されてございます。 

  そして、25日の午後１時半から、議会全員協議

会になります。 

  その全協終了後ですが、政治倫理審査会が行わ

れます。政治倫理は委員長だけです。 

  続きまして、政治倫理審査会後ですが、議会だ

より編集委員会でございます。 

  ここちょっとお時間あいてしまうかもしれない

んですけれども。これは政治倫理審査会後となっ

ています。 

  すみません、あと最後です。26日の最終日です

が、常任委員会執行部との懇親会を予定してござ

いますので、６時から行います。 

  以上で連絡は終わります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○伊藤委員長 これをもちまして福祉教育常任委員

会を閉会いたします。 

  皆さん、お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 １時５７分 

 




